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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】
　１枚の用紙に印刷データの複数ページを組み合わせて印刷する際に、各ページの配置を
決める配置データを入力し、入力された前記配置データに従って印刷データから単一のペ
ージとして印刷すべきページデータ部分を抽出して保持し、保持されるページデータから
生成される印刷データを出力する印刷制御装置において、
　前記配置データに対して、用紙に印刷した結果を製本した場合の１ページ上にさらに複
数の印刷データページを組み合わせ配置することを指定する指定手段と、
　前記配置データに従い、製本した場合の１ページ上に複数のページデータを配置した印
刷データを生成する生成手段とを備えることを特徴とする印刷制御装置。
　【請求項２】
　前記ページデータを一時保存するスプール手段と、前記一時保存されたページデータか
ら前記生成手段に出力すべき描画データを生成するスプールファイルマネージャ手段とを
備えることを特徴とする請求項１に記載の印刷制御装置。
　【請求項３】
　前記指定手段は、１ページ上の複数ページデータの配置順を指定できることを特徴とす
る請求項１に記載の印刷制御装置。
　【請求項４】
　前記指定手段は、製本した場合の１ページ毎に異なる配置データを入力可能であること
を特徴とする請求項１に記載の印刷制御装置。
　【請求項５】
　前記指定手段は、表紙のレイアウトと表紙以外のページのレイアウトとで異なる配置デ
ータを入力できることを特徴とする請求項４に記載の印刷制御装置。
　【請求項６】
　前記指定手段は、見開き面を一つの印刷領域としてデータを出力させる指定ができるこ
とを特徴とする請求項４に記載の印刷制御装置。
　【請求項７】
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　１枚の用紙に印刷データの複数ページを組み合わせて印刷する際の各ページの配置を決
める配置データを入力し、入力された前記配置データに従って印刷データから単一のペー
ジとして印刷すべきページデータ部分を抽出して保持し、保持されるページデータから生
成される印刷データを出力する印刷制御方法において、
　前記配置データに対して、用紙に印刷した結果を製本した場合の１ページ上にさらに複
数の印刷データページを組み合わせ配置することを指定する指定工程と、
　前記配置データに従い、製本した場合の１ページ上に複数のページデータを配置した印
刷データを生成する生成工程とを
　備えることを特徴とする印刷制御方法。
　【請求項８】
　前記ページデータを一時保存するスプール工程と、前記一時保存されたページデータか
ら前記生成工程において出力すべき描画データを生成するスプールファイルマネージャ工
程とを備えることを特徴とする請求項７に記載の印刷制御方法。
　【請求項９】
　前記指定工程は、１ページ上の複数ページデータの配置順を指定できることを特徴とす
る請求項７に記載の印刷制御方法。
　【請求項１０】
　前記指定工程は、製本した場合の１ページ毎に異なる配置データを入力可能であること
を特徴とする請求項７に記載の印刷制御方法。
　【請求項１１】
　前記指定工程は、表紙のレイアウトと表紙以外のページのレイアウトとで異なる配置デ
ータを入力できることを特徴とする請求項１０に記載の印刷制御方法。
　【請求項１２】
　前記指定工程は、見開き面を一つの印刷領域としてデータを出力させる指定ができるこ
とを特徴とする請求項１０に記載の印刷制御方法。
　【請求項１３】
　１枚の用紙に印刷データの複数ページを組み合わせて印刷する際の各ページの配置を決
める配置データを入力し、入力された前記配置データに従って印刷データから単一のペー
ジとして印刷すべきページデータ部分を抽出して保持し、保持されるページデータから生
成される印刷データを出力する印刷制御方法をコンピュータで実行するためのプログラム
を格納したコンピュータ可読の記憶媒体において、該印刷制御方法が、
　前記配置データに対して、用紙に印刷した結果を製本した場合の１ページ上にさらに複
数の印刷データページを組み合わせ配置することを指定させる指定工程と、
　前記配置データに従い、製本した場合の１ページ上に複数のページデータを配置した印
刷データを生成させる生成工程とを備えることを特徴とする記憶媒体。
　【請求項１４】
　前記印刷制御方法は、前記ページデータを一時保存させるスプール工程と、前記一時保
存されたページデータから前記生成工程において出力すべき描画データを生成させるスプ
ールファイルマネージャ工程とを備えることを特徴とする請求項１３に記載の記憶媒体。
　【請求項１５】
　前記指定工程は、１ページ上の複数ページデータの配置順を指定することを特徴とする
請求項１３に記載の記憶媒体。
　【請求項１６】
　前記指定工程は、製本した場合の１ページ毎に異なる配置データを入力可能であること
を特徴とする請求項１３に記載の記憶媒体。
　【請求項１７】
　前記指定工程は、表紙のレイアウトと表紙以外のページのレイアウトとで異なる配置デ
ータを入力させることを特徴とする請求項１６に記載の記憶媒体。
　【請求項１８】
　前記指定工程は、見開き面を一つの印刷領域としてデータを出力させる指定ができるこ
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とを特徴とする請求項１６に記載の記憶媒体。
　【請求項１９】
　１枚の用紙に印刷データの複数ページを組み合わせて印刷する際の各ページの配置を決
める配置データを入力し、入力された前記配置データに従って印刷データから単一のペー
ジとして印刷すべきページデータ部分を抽出して保持し、保持されるページデータから生
成される印刷データを出力する印刷制御装置で実行される制御プログラムであって、
　前記配置データに対して、用紙に印刷した結果を製本した場合の１ページ上にさらに複
数の印刷データページを組み合わせ配置することを指定させる指定工程と、
　前記配置データに従い、製本した場合の１ページ上に複数のページデータを配置した印
刷データを生成させる生成工程とを
　前記印刷制御装置に実行させることを特徴とする制御プログラム。
　【請求項２０】
　文書情報をページ単位に管理し、該ページ単位の文書情報を指定された配置領域にレイ
アウト制御する印刷制御装置であって、
　文書データをページ単位のデータの集合として管理するデータ管理手段と、
　前記データ管理手段により、前記文書データをページ単位に管理するために、該文書デ
ータが複数の単位ページに分割して管理されるとき、該分割したデータに対して、分割ペ
ージであることを識別させ、該分割されたページ相互間の関係を特定するための分割情報
をページ単位の管理情報に付与する分割管理手段と、
　前記分割管理手段により付与された管理情報に基づいて、ページ単位に管理されたデー
タをレイアウトする配置領域を決定し、決定された配置領域にレイアウトする制御手段と
、
　を備えることを特徴とする印刷制御装置。
　【請求項２１】
　前記制御手段は、前記分割管理手段により分割管理されたデータに対し、分割データを
分割前のデータに復元し、若しくは、配置領域として印刷用紙の印刷領域に、該ページ単
位のデータをレイアウトすることを特徴とする請求項２０に記載の印刷制御装置。
　【請求項２２】
　前記制御手段は、前記分割情報に基づき、前記分割管理手段により分割管理されるデー
タが隣接するページのデータであるか否かを識別し、該分割管理されるデータが隣接する
ページのデータであり、印刷用紙の印刷領域にレイアウト可能な場合には、該隣接するペ
ージのそれぞれの分割データを、分割前のデータに復元するレイアウト制御を実行するこ
とを特徴とする請求項２０に記載の印刷制御装置。
　【請求項２３】
　前記分割情報は、分割前の印刷データのページを特定するための第１識別情報と、該分
割前の印刷ページを構成する部位を特定するための第２識別情報と、を含み、
　前記制御手段は、該第1識別情報に基づき、分割前の印刷データのページを特定し、該
第2識別情報に基づき該印刷データのページを構成する部位を特定して、分割前のデータ
を復元したレイアウト制御を実行することを特徴とする請求項２０に記載の印刷制御装置
。
　【請求項２４】
　前記制御手段は、分割前のデータの復元において、復元するべきデータが印刷領域に収
まるか否かを判断し、該領域に収まらない場合は、復元を中止して、連続する見開きの印
刷領域にページ単位に管理されたデータをレイアウトすることを特徴とする請求項２０乃
至２３のいずれか１項に記載の印刷制御装置。
　【請求項２５】
　前記制御手段は、前記ページ単位に管理されたデータを連続する見開きの印刷領域にレ
イアウトする場合において、該ページ単位のデータに欠落が生じないように、該データの
レイアウトを制御することを特徴とする請求項２０乃至２４のいずれか１項に記載の印刷
制御装置。
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　【請求項２６】
　前記制御手段は、前記ページ単位に管理されたデータのレイアウト位置を平行移動させ
、若しくは該データを縮小し、またはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるよう
にレイアウト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項２０乃至２５
のいずれか１項に記載の印刷制御装置。
　【請求項２７】
　前記制御手段は、前記分割管理手段により分割管理されたデータを、印刷領域にレイア
ウトする場合において、該分割管理されたデータと、該印刷領域とを比較して、当該印刷
領域に印刷した場合にデータの欠落が生じないように、該データの印刷を制御することを
特徴とする請求項２０に記載の印刷制御装置。
　【請求項２８】
　前記分割管理手段は、データ生成手段により生成されたデータを、単位ページサイズに
分割し、
　前記制御手段は、前記単位ページサイズに分割されたデータの印刷位置を平行移動させ
、若しくは縮小し、またはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるようにレイアウ
ト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項２０に記載の印刷制御装
置。
　【請求項２９】
　前記制御手段が実行したレイアウト制御において、データの欠落を防止するための平行
移動量及びデータの縮小倍率のうち少なくともいずれか一方を記憶するための記憶手段を
備え、
　前記制御手段は、前記記憶手段の記憶されたデータに基づき、レイアウト位置およびデ
ータの縮小倍率のうち少なくともいずれか一方を統一して、データのレイアウト制御を実
行することを特徴とする請求項２０乃至２８のいずれか１項に記載の印刷制御装置。
　【請求項３０】
　文書情報をページ単位に管理し、該ページ単位の文書情報を指定された配置領域にレイ
アウト制御する印刷制御方法であって、
　文書データをページ単位のデータの集合として管理するデータ管理工程と、
　前記データ管理工程において、前記文書データをページ単位に管理するために、該文書
データが複数の単位ページに分割して管理されるとき、該分割したデータに対して、分割
ページであることを識別させ、該分割されたページ相互間の関係を特定するための分割情
報をページ単位の管理情報に付与する分割管理工程と、
　前記分割管理工程の処理により付与された管理情報に基づいて、ページ単位に管理され
たデータをレイアウトする配置領域を決定し、決定された配置領域にレイアウトする制御
工程と、
　を備えることを特徴とする印刷制御方法。
　【請求項３１】
　前記制御工程は、前記分割管理工程により分割管理されたデータに対し、分割データを
分割前のデータに復元し、または、配置領域としての印刷領域に、該ページ単位のデータ
をレイアウトすることを特徴とする請求項３０に記載の印刷制御方法。
　【請求項３２】
　前記制御工程は、前記分割情報に基づき、前記分割管理工程により分割管理されるデー
タが隣接するページのデータであるか否かを識別し、該分割管理されるデータが隣接する
ページのデータであり、印刷用紙の印刷領域にレイアウト可能な場合には、該隣接するペ
ージのそれぞれの分割データを、分割前のデータに復元するレイアウト制御を実行するこ
とを特徴とする請求項３０に記載の印刷制御方法。
　【請求項３３】
　前記分割情報は、分割前の印刷データのページを特定するための第1識別情報と、該分
割前の印刷ページを構成する部位を特定するための第２識別情報と、を含み、
　前記制御工程は、該第1識別情報に基づき、分割前の印刷データのページを特定し、該
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第2識別情報に基づき該印刷データのページを構成する部位を特定して、分割前のデータ
を復元したレイアウト制御を実行することを特徴とする請求項３０に記載の印刷制御方法
。
　【請求項３４】
　前記制御工程は、分割前のデータの復元において、復元するべきデータが印刷領域に収
まるか否かを判断し、該領域に収まらない場合は、復元を中止して、連続する見開きの印
刷領域にページ単位に管理されたデータをレイアウトすることを特徴とする請求項３０乃
至３３のいずれか１項に記載の印刷制御方法。
　【請求項３５】
　前記制御工程は、前記ページ単位に管理されたデータを連続する見開きの印刷領域にレ
イアウトする場合において、該ページ単位のデータに欠落が生じないように、該データの
レイアウトを制御することを特徴とする請求項３０乃至３４のいずれか１項に記載の印刷
制御方法。
　【請求項３６】
　前記制御工程は、前記ページ単位に管理されたデータのレイアウト位置を平行移動させ
、または該データを縮小し、若しくはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるよう
にレイアウト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項３０乃至３５
のいずれか１項に記載の印刷制御方法。
　【請求項３７】
　前記制御工程は、前記分割管理工程により分割管理されたデータを、印刷領域にレイア
ウトする場合において、該分割管理されたデータと、該印刷領域とを比較して、その印刷
領域に印刷した場合にデータの欠落が生じないように、該データの印刷を制御することを
特徴とする請求項３０に記載の印刷制御方法。
　【請求項３８】
　前記分割管理工程は、前記データ生成工程の処理により生成されたデータを、単位ペー
ジサイズに分割し、
　前記制御工程は、前記単位ページサイズに分割されたデータの印刷位置を平行移動させ
、若しくは縮小し、またはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるようにレイアウ
ト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項３０に記載の印刷制御方
法。
　【請求項３９】
　前記制御工程により実行されたレイアウト制御において、データの欠落を防止するため
の平行移動量及びデータの縮小倍率のうち少なくともいずれか一方をメモリに記憶させる
ための記憶工程を備え、
　前記制御工程は、前記メモリに記憶されたデータに基づき、レイアウト位置およびデー
タの縮小倍率のうち少なくともいずれか一方を統一して、データのレイアウトを実行する
ことを特徴とする請求項３０乃至３８のいずれか１項に記載の印刷制御方法。
　【請求項４０】
　文書情報をページ単位に管理し、該ページ単位の文書情報を指定された配置領域にレイ
アウト制御する印刷制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを格納した記
憶媒体であって、該印刷制御方法が、
　文書データをページ単位のデータの集合として管理するデータ管理工程と、
　前記データ管理工程において、前記文書データをページ単位に管理するために、該文書
データが複数の単位ページに分割して管理されるとき、該分割したデータに対して、分割
ページであることを識別させ、該分割されたページ相互間の関係を特定するための分割情
報をページ単位の管理情報に付与する分割管理工程と、
　前記分割管理工程の処理により付与された管理情報に基づいて、ページ単位に管理され
たデータをレイアウトする配置領域を決定し、決定された配置領域にレイアウトする制御
工程と、
を備えることを特徴とする記憶媒体。
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　【請求項４１】
　前記制御工程は、前記分割管理工程により分割管理されたデータに対し、分割データを
分割前のデータに復元し、若しくは、配置領域として印刷用紙の印刷領域に、該ページ単
位のデータをレイアウトすることを特徴とする請求項４０に記載の記憶媒体。
　【請求項４２】
　前記制御工程は、前記分割情報に基づき、前記分割管理工程により分割管理されるデー
タが隣接するページのデータであるか否かを識別し、該分割管理されるデータが隣接する
ページのデータであり、印刷用紙の印刷領域にレイアウト可能な場合には、該隣接するペ
ージのそれぞれの分割データを、分割前のデータに復元するレイアウト制御を実行するこ
とを特徴とする請求項４０に記載の記憶媒体。
　【請求項４３】
　前記分割情報は、分割前の印刷データのページを特定するための第１識別情報と、該分
割前の印刷ページを構成する部位を特定するための第２識別情報と、を含み、
　前記制御工程は、該第1識別情報に基づき、分割前の印刷データのページを特定し、該
第２識別情報に基づき該印刷データのページを構成する部位を特定して、分割前のデータ
を復元したレイアウトを実行することを特徴とする請求項４０に記載の記憶媒体。
　【請求項４４】
　前記制御工程は、分割前のデータの復元において、復元するべきデータが印刷領域に収
まるか否かを判断し、該領域に収まらない場合は、復元を中止して、連続する見開きの印
刷領域にページ単位に管理されたデータをレイアウトすることを特徴とする請求項４０乃
至４３のいずれか１項に記載の記憶媒体。
　【請求項４５】
　前記制御工程は、前記ページ単位に管理されたデータを連続する見開きの印刷領域にレ
イアウト制御する場合において、
　該ページ単位のデータに欠落が生じないように、該データのレイアウトを制御すること
を特徴とする請求項４０乃至４４のいずれか１項に記載の記憶媒体。
　【請求項４６】
　前記制御工程は、前記ページ単位に管理されたデータのレイアウト位置を平行移動させ
、若しくは該データを縮小し、またはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるよう
にレイアウト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項４０乃至４５
のいずれか１項に記載の記憶媒体。
　【請求項４７】
　前記制御工程は、前記分割管理工程により分割管理されたデータを、印刷領域にレイア
ウトする場合において、該分割管理されたデータと、該印刷領域とを比較して、その印刷
領域に印刷した場合にデータの欠落が生じないように、該データの印刷を制御することを
特徴とする請求項４０に記載の記憶媒体。
　【請求項４８】
　前記分割管理工程は、前記データ生成工程の処理により生成されたデータを、単位ペー
ジサイズに分割し、
　前記制御工程は、前記単位ページサイズに分割されたデータの印刷位置を平行移動させ
、若しくは縮小し、またはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるようにレイアウ
ト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項４０に記載の記憶媒体。
　【請求項４９】
　前記印刷制御方法は、前記レイアウト制御工程により実行されたレイアウト制御におい
て、データの欠落を防止するための平行移動量及びデータの縮小倍率のうち少なくともい
ずれか一方をメモリに記憶させるための記憶工程を備え、
　前記制御工程は、前記記メモリに記憶されたデータに基づき、レイアウト位置およびデ
ータの縮小倍率のうち少なくともいずれか一方を統一して、データのレイアウトを実行す
ることを特徴とする請求項４０乃至４８のいずれか１項に記載の記憶媒体。
　【請求項５０】
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　文書情報をページ単位に管理し、該ページ単位の文書情報を指定された配置領域にレイ
アウト制御するためのプログラムであって、該プログラムがコンピュータを、
　文書データをページ単位のデータの集合として管理するデータ管理手段と、
　前記データ管理手段により、前記文書データをページ単位に管理するために、該文書デ
ータが複数の単位ページに分割して管理されるとき、該分割したデータに対して、分割ペ
ージであることを識別させ、該分割されたページ相互間の関係を特定するための分割情報
をページ単位の管理情報に付与する分割管理手段と、
　前記分割管理手段により付与された管理情報に基づいて、ページ単位に管理されたデー
タをレイアウトする配置領域を決定し、決定された配置領域にレイアウトする制御手段と
して機能させることをと特徴とするプログラム。
　【請求項５１】
　前記制御手段は、前記分割管理手段により分割管理されたデータに対し、分割データを
分割前のデータに復元し、または、配置領域として印刷用紙の印刷領域に、該ページ単位
のデータをレイアウトする、ことを特徴とする請求項５０に記載のプログラム。
　【請求項５２】
　前記制御手段は、前記分割情報に基づき、前記分割管理手段により分割管理されるデー
タが隣接するページのデータであるか否かを識別し、該分割管理されるデータが隣接する
ページのデータであり、印刷用紙の印刷領域にレイアウト可能な場合には、該隣接するペ
ージのそれぞれの分割データを、分割前のデータに復元するレイアウト制御を実行するこ
とを特徴とする請求項５０に記載のプログラム。
　【請求項５３】
　前記分割情報は、分割前の印刷データのページを特定するための第1識別情報と、該分
割前の印刷ページを構成する部位を特定するための第2識別情報と、を含み、
　前記制御手段は、該第1識別情報に基づき、分割前の印刷データのページを特定し、該
第2識別情報に基づき該印刷データのページを構成する部位を特定して、分割前のデータ
を復元したレイアウトを実行することを特徴とする請求項５０に記載のプログラム。
　【請求項５４】
　前記制御手段は、分割前のデータの復元において、復元するべきデータが印刷領域に収
まるか否かを判断し、
該領域に収まらない場合は、復元を中止して、連続する見開きの印刷領域にページ単位に
管理されたデータをレイアウトすることを特徴とする請求項５０乃至５３のいずれか１項
に記載のプログラム。
　【請求項５５】
　前記制御手段は、前記ページ単位に管理されたデータを連続する見開きの印刷領域にレ
イアウトする場合において、該ページ単位のデータに欠落が生じないように、該データの
レイアウトを制御することを特徴とする請求項５０乃至５４のいずれか１項に記載のプロ
グラム。
　【請求項５６】
　前記制御手段は、前記ページ単位に管理されたデータのレイアウト位置を平行移動させ
、若しくは該データを縮小し、またはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるよう
にレイアウト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項５０乃至５５
のいずれか１項に記載のプログラム。
　【請求項５７】
　前記制御手段は、前記分割管理手段により分割管理されたデータを、印刷領域にレイア
ウトする場合において、該分割管理されたデータと、該印刷領域とを比較して、前記印刷
領域に印刷した場合にデータの欠落が生じないように、該データの印刷を制御することを
特徴とする請求項５０に記載のプログラム。
　【請求項５８】
　前記分割管理手段は、前記データ生成手段により生成されたデータを、単位ページサイ
ズに分割し、
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　前記制御手段は、前記単位ページサイズに分割されたデータの印刷位置を平行移動させ
、若しくは縮小し、またはこれらの組み合わせにより、印刷領域に収めるようにレイアウ
ト制御をして、データの欠落を防止することを特徴とする請求項５０に記載のプログラム
。
　【請求項５９】
　前記制御手段が実行したレイアウト制御において、データの欠落を防止するための平行
移動量及びデータの縮小倍率のうち少なくともいずれか一方を記憶するための記憶手段と
しての機能を前記プログラムは、前記コンピュータに実行させ、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶されたデータに基づき、レイアウト位置およびデ
ータの縮小倍率のうち少なくともいずれか一方を統一して、データのレイアウトを実行す
ることを特徴とする請求項５０乃至５８のいずれか１項に記載のプログラム。
　【請求項６０】
　１枚の用紙に印刷データの複数ページを組み合わせて印刷する際に、各ページの配置を
決める配置データを入力し、入力された前記配置データに従って印刷データから単一のペ
ージとして印刷すべきページデータ部分を抽出して保持し、保持されるページデータから
生成される印刷データを出力するプログラムにおいて、該プログラムがコンピュータを、
　前記配置データに対して、用紙に印刷した結果を製本した場合の１ページ上にさらに複
数の印刷データページを組み合わせ配置することを指定する指定手段と、
　前記配置データに従い、製本した場合の１ページ上に複数のページデータを配置した印
刷データを生成する生成手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
　【請求項６１】
　前記ページデータを一時保存するスプール手段としての機能と、前記一時保存されたペ
ージデータから前記生成手段に出力すべき描画データを生成するスプールファイルマネー
ジャ手段として、前記コンピュータに機能させることを特徴とする請求項６０に記載のプ
ログラム。
　【請求項６２】
　前記指定手段は、１ページ上の複数ページデータの配置順を指定できることを特徴とす
る請求項６０に記載のプログラム。
　【請求項６３】
　前記指定手段は、製本した場合の１ページ毎に異なる配置データを入力可能であること
を特徴とする請求項６０に記載のプログラム。
　【請求項６４】
　前記指定手段は、表紙のレイアウトと表紙以外のページのレイアウトとで異なる配置デ
ータを入力できることを特徴とする請求項６３に記載のプログラム。
　【請求項６５】
　前記指定手段は、見開き面を一つの印刷領域としてデータを出力させる指定ができるこ
とを特徴とする請求項６３に記載のプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】印刷制御装置、印刷制御方法、プログラム及び記憶媒体
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
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　また、１枚の用紙に印刷データの複数ページを組み合わせて印刷する際の各ページの配
置を決める配置データを入力し、入力された前記配置データに従って印刷データから単一
のページとして印刷すべきページデータ部分を抽出して保持し、保持されるページデータ
から生成される印刷データを出力する印刷制御方法をコンピュータで実行するためのプロ
グラムを格納したコンピュータ可読の記憶媒体において、該印刷制御方法が、
　前記配置データに対して、用紙に印刷した結果を製本した場合の１ページ上にさらに複
数の印刷データページを組み合わせ配置することを指定させる指定工程と、
　前記配置データに従い、製本した場合の１ページ上に複数のページデータを配置した印
刷データを生成させる生成工程とを備えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、文書情報をページ単位に管理し、該ページ単位の文書情報を指定された配置領域
にレイアウト制御する印刷制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを格納
した記憶媒体であって、該印刷制御方法が、
　文書データをページ単位のデータの集合として管理するデータ管理工程と、
　前記データ管理工程において、前記文書データをページ単位に管理するために、該文書
データが複数の単位ページに分割して管理されるとき、該分割したデータに対して、分割
ページであることを識別させ、該分割されたページ相互間の関係を特定するための分割情
報をページ単位の管理情報に付与する分割管理工程と、
　前記分割管理工程の処理により付与された管理情報に基づいて、ページ単位に管理され
たデータをレイアウトする配置領域を決定し、決定された配置領域にレイアウトする制御
工程と、
を備えることを特徴とする。
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